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（１）『棚田を泳ぐ＆まちなか鯉のぼりまつり』および関連事業 

 

福島 二朗・事務局 

 

１．『鯉のぼりまつり』創設経緯と開催目的 

 

 『那須烏山市まちづくり研究会』（以降、『まち研』と略記。）は、2006 年 7 月 14 日に開催さ

れた「（仮称）那須烏山市まちづくり研究会」全体会議において、出席した大学教員・那須烏山市・

烏山商工会（2008 年 4 月に現在の那須烏山商工会に改編）等の承認により正式に発足した。こ

の全体会議開催に向けた準備会として同年 5 月 24 日に行われた「那須烏山市の活性化に関する

委員会等設立検討会」において、足利工業大学福島研究室（以降、当研究室と略記。）は『まち研』

の活動主旨の提案とともに当研究室の研究活動の方向性について報告しており、その中で『鯉の

ぼりまつり』をイメージした取組みについて提案している（『那須烏山市(烏山地区)まちづくり≪

企画案≫(2006.5.24)』）。この報告の中で、まちおこし（地域おこし）イベントへの取組みとして

6 項目挙げ、そのうち、①棚田と烏山和紙を活用したイベントを立ち上げる、④花の棚田を泳ぐ

50 匹の鯉のぼり（烏山和紙製鯉のぼり）、の企画を謳っている。提案当時、この企画立案は確固

たる実現性に立脚した提案とは必ずしも言えないものであったが、当研究室の 2006 年度の卒業

研究として実施した①当市の地域資源の抽出と活用手法、②CG を活用した景観整備の計画立案

について（『Ⅱ．２．３ 研究＆活動等の成果一覧（６）卒業研究』参照。）の検討結果を基に、研

究会事務局と数次にわたり打合せを重ねることにより、『鯉のぼりまつり』が実現することになっ

た。 

 2006年度の卒業研究として実施した当市の地域資源の抽出と活用手法の検討では、当市の地域

資源の一つに『国見の棚田』と『烏山和紙』を抽出し、その活用手法として両資源の持つ “良さ”

と“特徴”を最大限に生かすことの検討の帰結が“棚田を泳ぐ和紙で製作した鯉のぼり”の景観

であった。言うまでもなく、『国見の棚田』はその景観が最大の魅力であり、多くの人達が心に思

い描くふるさとの原風景でもある。また、『烏山和紙』は季節の風物詩・年中行事として定着して

いる“鯉のぼり”を地元の伝統工芸・技術で再生することをとおして、そのさらなる付加価値の

蓄積を意図したものである。 

このイメージを視覚的に捉えるため CG画像の作成をおこなった。作成した CG画像の構成要

素は、『国見の棚田』と『烏山和紙製（と仮定した）鯉のぼり』、および鯉のぼりの季節を想定し

て植栽した（と仮定した）『紫陽花』の三者の合成画像である（p180 資料 2 参照）。この画像イ

メージを描くことの契機となったのは、国見集落の地元自治会とおこなった棚田周辺の清掃活動

を踏まえた花による景観形成への取組みである（後述の『Ⅲ．１．（４）その他』参照）。この景

観整備は、『まち研』事業の一つとして現在も継続して行われている。 

『鯉のぼりまつり』を創設するにあたり、イベント名は『棚田を泳ぐ鯉のぼりまつり』とした。

これは、当市が有する地域資源を多分に意識した上での内外向け発信であるが、その開催目的は

必ずしも明確化してはいなかったと思う。しかしながら、基本理念として以下の二点は共有して

いたと思われる。一つは市民に対する地域への愛着心の醸成を目的とした地域資源の再確認と再

評価であり、もう一点は市が有する地域資源活用による来訪者への啓発である。 
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現在、この『鯉のぼりまつり』の開催目的は、2014年度の開催を議題とした『まち研』委員会

（2014年 3月 18日）において、以下の 3項目に収斂し明記することが確認されている。 

①地域資源の再認識・再評価を図る。 

②市民の交流の場を提供する。 

③市への来訪者の増加に向けた PRを実施する。 

以下に、『鯉のぼりまつり』開催までの経緯に関する資料を示す。 

 

 ≪資料 1≫ 2006 年 5 月 24 日に報告した「那須烏山市(烏山地区)まちづくり≪企画案≫」の

全文（①～③） 

 ≪資料 2≫ 『棚田を泳ぐ鯉のぼり』と『花の植栽』イメージ CGの作成例 
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≪資料 1≫ 2006 年 5 月 24 日に報告した「那須烏山市(烏山地区)まちづくり≪企画案≫」の全文(その 1)    
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≪資料 1≫ 2006 年 5 月 24 日に報告した「那須烏山市(烏山地区)まちづくり≪企画案≫」の全文(その 2) 
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≪資料 1≫ 2006 年 5 月 24 日に報告した「那須烏山市(烏山地区)まちづくり≪企画案≫」の全文(その 3) 
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≪資料 2≫ 『棚田を泳ぐ鯉のぼり』と『花の植栽』イメージ CG の作成例 

        
棚田と紫陽花と鯉のぼり 

 

 
棚田と彼岸花と鯉のぼり 
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２．これまで開催された『鯉のぼりまつり』の概要 

 

（１）第 1回（2007年度） 

 2006年度における『まち研』の活動成果と決定事項を踏まえ、2年目を迎えた 2007年に『第

1回棚田を泳ぐ鯉のぼりまつり』が開催された。5月 1日から 5月 31日の 1ヵ月間を事業の期間

とし、会場となる『国見の棚田』エリアに 150匹の鯉のぼりが設置された。150匹の内 100匹は

市民への呼び掛けにより寄贈して頂いた鯉のぼりであり、50匹は市内児童と当研究室の学生が烏

山和紙会館館長の福田弘平氏の指導を受けながら“烏山和紙”を使用して製作した鯉のぼりであ

る。なお、市民からの鯉のぼり寄贈数は研究会事務局の呼び掛けから間もない同年 4月上旬に 270

匹を超えるなど、大きな反響があった。この間における事業の展開および事情については、下野

新聞でも大きく報道されている（p36資料 7参照）。 

 このような経緯を踏まえて、『第 1 回棚田を泳ぐ鯉のぼりまつり』が開催されたが、初めてと

なる祭りの開催を市内外へアピールすべく、5 月 5 日のこどもの日に合わせてオープニングセレ

モニーが開催されている。オープニングセレモニーは、国見第 2駐車場を会場として、市内外か

ら参加された約 100名の来場者で賑わった。地域資源の情報発信とともに、都市と農村および世

代を超えた交流機会の創出をも念頭においたイベントに、足利工業大学附属高等学校および足利

短期大学附属高等学校の両校吹奏楽部による合同野外演奏会が華を添え、心地良い音楽と風景に

山里が煌めいた。 

 この『棚田を泳ぐ鯉のぼりまつり』は、大学（当研究室）＋市民（児童・和紙関係者）＋地元

自治会＋行政（市商工観光課・市農政課）＋烏山商工会の連携により実現したものである。以下

に、第 1回開催に関する資料を示す。 

 

≪資料 3≫ 烏山和紙で鯉のぼりを製作する市内児童と足利工業大学学生達 

≪資料 4≫ 国見の棚田に設置された鯉のぼり 

≪資料 5≫ 足利工業大学・足利短期大学吹奏楽部による合同演奏会 

 

≪資料 3≫ 烏山和紙で鯉のぼりを製作する市内児童と足利工業大学学生達 

 
福田弘平氏（烏山和紙会館館長）の指導を受けながら製作に励む子供達 
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≪資料 4≫ 国見の棚田に設置された鯉のぼり 

    

                    

 

 

 

≪資料 5≫ 足利工業大学・足利短期大学吹奏楽部による合同演奏会 
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（２）第 2回（2008年度） 

 第 2 回目となる『鯉のぼりまつり』は、2008 年に開催された。第 1 回開催の祭りに対する反

響の大きさとともにいくつかの提案がなされ、開催場所は“国見の棚田エリア”と“まちなかエ

リア”の 2 ヵ所での開催となった。“国見の棚田エリア”は『棚田を泳ぐ鯉のぼりまつり』とし

て、当該事業開催趣旨の基軸となる“国見の棚田の魅力発信”と“都市と農村の交流”の継続、

また、“まちなかエリア”はその名の示すとおり当市の“まちなか”にも賑わいの場を創出しよう

との狙いである。『まちなか鯉のぼりまつり』の会場は、当市中心市街地内に位置する『清水川せ

せらぎ公園 Cゾーン』にて、外部からのアクセスの利便性も加味されている。オープニングセレ

モニーは市外からの来訪者への便宜を優先し『清水川せせらぎ公園 C ゾーン』を会場に 4 月 27

日に開催された。セレモニーでは、第 1回と同様に足利工業大学・足利短期大学の吹奏楽部によ

る合同演奏会が行われ、約 90名の来場者で賑わいを見せた。“国見の棚田エリア”では同日にイ

ベントとして農産物や綿菓子の販売等が実施され、約 40 名が温み始めた棚田の上を舞う鯉のぼ

りの会場を訪れた。2006 年度から『まち研』が実施している『フォトコンテスト』（後述のⅢ－

１（４）参照）への参加呼び掛けも奉功したと思われる。 

 以下に、第 2回開催に関する資料を示す。 

 

≪資料 6≫ 第 2回の開催を知らせるポスター 

≪資料 7≫ イベントでの演奏会の様子を報じる下野新聞（2008年 5月 1日） 

≪資料 8≫ 祭り会場の様子 

 

≪資料 6≫ 『第 2回棚田を泳ぐ鯉のぼりまつり』のポスター 
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≪資料 7≫ イベントでの演奏会を報じる下野新聞（2008 年 5 月 1日） 

 

 

≪資料 8≫ 祭り会場の様子 
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（３）第 3回（2009年度） 

 『鯉のぼりまつり』は、季節の移ろいを知らせる当市の風物詩となり、5 月のゴールデンウィ

ークを挟んで概ね 1 か月間開催される行事として定着した。第 3 回目となる 2009 年は、前回と

同様に“国見の棚田エリア”と“まちなかエリア”の 2箇所を会場として開催された。 

オープニングセレモニーは “まちなかエリア”の『清水川せせらぎ公園 C ゾーン』で 5 月 2 日

に開催され、約 100 名の来場者で賑わった。セレモニーでは、市民グループ“あんだんて”による

オカリナの演奏会が開催されるとともに、さらに『まち研』を構成する国際医療福祉大学のダン

ス部が駆けつけ、若い学生たちのエネルギッシュでリズミカルな踊りが新風を吹き込んだ。また、

『清水川せせらぎ公園 C ゾーン』には、“ミニ鯉のぼり”300 匹が設置されるとともに、来場し

た子供達にプレゼントされた。 

 この第 3 回の開催は、これまで研究会事務局と足利工業大学による企画・運営体制から、『ま

ち研』を構成する複数の大学および市民グループの協働による『まちづくり研究会事業』として、

その体制が強化拡充された記念となる開催となった。 

 以下に、第 3回開催に関する資料を示す。 

 

≪資料 9≫ 第 3回開催のポスター 

≪資料 10≫ 市民グループ“あんだんて”、国際医療福祉大学によるセレモニーイベント 

≪資料 11≫ 祭り会場の様子 

 

≪資料 9≫ 第 3回開催のポスター 

『鯉のぼりまつり』のご案内

風光る。からすやまの大きな地域資源『国見の棚田』と『烏山和紙』のコラボレーション。今年も、地元児
童が制作した“和紙の鯉のぼり”と、市民の皆さまから寄贈して頂いた鯉のぼりを活用して、『第3回鯉のぼ

りまつり』を開催します。那須烏山の新たな風物詩。楽しいひと時をお過ごしください。
『ちびっこ集まれ！素敵なプレゼントあるよ（先着100名）』

◇期間 平成２１年４月１２日（日）～５月６日（水）

◇場所 国見地内・清水川せせらぎ公園

（那須烏山警察署北側）

◇期間中のイベント案内

１ オープニングセレモニー

・期日 ５月２日（土）１０時～１５時

（雨天時中止）

・会場 清水川せせらぎ公園

・内容 ①野外演奏会

②和紙の鯉のぼり制作体験（参加費 ５００円）

③物産展示即売所

④無料休憩所・綿菓子（こども無料－先着１００名）

※夢づくりワークショップグループによるジオラマの展示

・ジオラマについてアンケートに答えていただいた方に

粗品進呈。さらに抽選で景品を進呈いたします。

◇主催 那須烏山市まちづくり研究会 委員長大久保忠且（宇都宮共和大学副学長）
■問合 那須烏山市商工観光課商工係 ☎ ０２８７－８３－１１１５
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≪資料 10≫ セレモニーイベントの様子 

   

   

 

 

≪資料 11≫ 祭り会場の様子 
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（４）第 4回（2010年度） 

 第 4 回目の開催となる今回、前年に倣い“国見の棚田エリア”と“まちなかエリア”の 2 箇所を会

場として開催された。“まちなかエリア”の会場となる『清水川せせらぎ公園 C ゾーン』には“ミ

ニ鯉のぼり”252 匹とともに、“鮎のぼり”15 匹が設置された。この“鮎のぼり”は、当市内を

貫流する那珂川の清らかさを物語る象徴としての幟であり、地域資源の表出を謳う当該事業にマ

ッチした企画となった。また、“国見の棚田エリア”には烏山和紙で製作した鯉のぼり 33匹が設置

された。この烏山和紙による鯉のぼりの製作は、当市で活動している『特定非営利活動法人野う

さぎくらぶ』の協力により、市内学童クラブの児童達（5 学童クラブ・合計 260名）と足利工業

大学の学生により製作されたものである。 

 オープニングセレモニーは『清水川せせらぎ公園 C ゾーン』において 5 月 1 日に開催された。

イベントでは、足利工業大学および足利短期大学吹奏楽部、国際医療福祉大学ダンス部、また、

市民グループ“あんだんて”が参加し、来場者は 800名を数える盛況ぶりであった。 

 以下に、第 4回開催に関する資料を示す。 

 

≪資料 12≫ 第 4回開催のポスター 

≪資料 13≫ 祭り会場の様子 

 

≪資料 12≫ 第 4回開催のポスター 
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≪資料 13≫ 祭り会場の様子 
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（５）第 5回（2012年度） 

 『まちづくり研究会事業』として『鯉のぼりまつり』は毎年継続して開催されてきたが、2011

年 3月 11日に発生した東日本大震災への対応から、2011年度は開催を見送った。ただし、例年

開催会場として使用してきた『清水川せせらぎ公園』および『南那須庁舎市民公園』に、鎮魂と

復興を祈念して“ミニ鯉のぼり”“鮎のぼり”および“がんばろう日本のぼり”が設置された。 

 第 5 回『鯉のぼりまつり』は未曽有の大震災の翌年となる 2012 に開催された。大震災からの

復興を念頭においた 2年ぶりとなる開催である。会場は恒例化した“国見の棚田エリア”と“まちな

かエリア”の 2箇所である。本開催に際し、地元のNPO法人野うさぎくらぶの協力を得て、地元

の伝統工芸品である烏山和紙に触れることを目的に、地元の学童クラブと当研究室による烏山和

紙を活用した鯉のぼり製作体験を実施した。烏山和紙会館の福田弘平館長から烏山和紙の歴史に

ついて説明を受けた後、温かみのある烏山和紙を千切り、子供たちが描く思い思いの鯉のぼりが

製作された。 

 オープニングセレモニーは 4 月 28 日に『清水川せせらぎ公園 C ゾ－ン』で開催された。イベ

ントには、地元の栃木県立烏山高等学校吹奏楽部が初めて参加するとともに、国際医療福祉大学

ダンス部も応援に駆け付けた。当セレモニーには、市内外から約 500名の来訪者があった。以下

に、第 5回の開催に関する資料を示す。 

 

≪資料 14≫ 第 5回開催のポスター 

≪資料 15≫ 烏山和紙による鯉のぼり制作風景 

≪資料 16≫ オープニングセレモニーと祭り会場の様子 

 

≪資料 14≫ 第 5回開催のポスター 
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≪資料 15≫ 烏山和紙による鯉のぼり制作風景 

  
鯉のぼりを製作する地元学童クラブと足利工業大学学生 

 

 

 

≪資料 16≫ オープニングセレモニーと祭り会場の様子 

 

栃木県立烏山高等学校吹奏楽部による演奏会 

 

   
祭り会場の様子 
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（６）第 6回（2013年度） 

 当市の地域資源の表出とその活用により地域交流を創出することを主たる目的として開催して

きた『鯉のぼりまつり』は、多くの市民に待ち望まれるイベントとして定着してきた。第 6回目

となる 2013 年度は、恒例化した“国見の棚田エリア”と“まちなかエリア”の 2 箇所での開催

に変更はなかったが、“まちなかエリア”の鯉のぼりの設置ゾーンをこれまでの『清水川せせらぎ

公園 Cゾーン』から『同公園 Bゾーン』に移動させることになった。これは、ドクターヘリのラ

ンデブーポイントに指定されている同公園の緊急時におけるCゾーン確保の観点からの対応であ

った。ただし、オープニングセレモニーについてはこれまでどおり C ゾーンを利用した。また、

“国見の棚田エリア”は従来どおりの開催である。 

 当祭りの眼目である“烏山和紙で作った鯉のぼり”は、NPO法人野うさぎくらぶの協力により

地元学童クラブの子供達と足利工業大学学生により製作された。当日は、烏山和紙会館の福田博

子氏に製作指導をお願いした。 

子供たちが作った烏山和紙製鯉のぼりが晴天のそよ風に泳ぐ中、オープニングセレモニーが 5

月 3日に開催され、市内外から約 450名の来場者で賑わった。地元の烏山高等学校吹奏楽部の爽

やかな演奏がこだまする中、『まち研』を構成する大学・市民グループおよび市内外で活動する物

販グループも加わり、地域交流を楽しみ深める時間を持つことができた。 

 以下に、第 6回開催に関する資料を示す。 

 

≪資料 17≫ 第 6回開催のポスター 

≪資料 18≫ 烏山和紙による鯉のぼり制作風景 

≪資料 19≫ オープニングセレモニーと祭り会場の様子 

 

≪資料 17≫ 第 6回開催のポスター 
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≪資料 18≫ 烏山和紙による鯉のぼり制作風景 

     

     

≪資料 19≫ オープニングセレモニーと祭り会場の様子 
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（７）第 7回（2014年度） 

 2014 年 3 月 18 日の『平成 25 年度まちづくり研究会第 4 回委員会』において、第 7回『鯉の

ぼりまつり』の鯉のぼりイベントは、当市の大きな集客イベントとして開催されている『そばま

つり』との共催により開催されることとなった。烏山和紙で製作した鯉のぼり、市民から寄贈し

て頂いた鯉のぼりの設置については、これまでどおり“国見の棚田エリア”と“まちなかエリア”

の 2箇所で実施し、4月 26日から 5月 18日までの間“ミニ鯉のぼり”および“鮎のぼり”の設

置も例年に倣い行われた。 

 鯉のぼりイベントは 5月 17・18日の両日、当市北部に位置する『大桶運動公園』において『第

4回八溝そば街道そばまつり』と同時開催された。会場では、『そばまつり』セレモニーに引き続

き大久保忠旦委員長が挨拶するとともに、足利工業大学全学応援団によるリーダー公開、国際医

療福祉大学ダンス部のパフォーマンス等が披露された。また、会場内に設置された『まち研』テ

ントでは、第 2回以降継続して実施してきた“和紙鯉のぼり製作体験”に、約 130組の親子の参

加があった。また、自作の紙芝居でまちづくり活動に係わる内田美季子氏による紙芝居も披露さ

れ、約 70名の親子連れが熱心に耳を傾けた。 

 以下に、第 7回開催に関する資料を示す。 

 

≪資料 20≫ 第 7回開催のポスター 

≪資料 21≫ オープニングセレモニーと祭り会場の様子 

 

≪資料 20≫ 第 7回開催のポスター 
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≪資料 21≫ オープニングセレモニーと祭り会場の様子 
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（２）『近代化遺産全国一斉公開 in なすからすやま』事業について 

 

福島 二朗・事務局 

 

１．『近代化遺産全国一斉公開 in なすからすやま』創設経緯と開催目的 

 

 2006 年 7 月 14 日に開催された「（仮称）那須烏山市まちづくり研究会」全体会議において、『那

須烏山市まちづくり研究会』（以降、『まち研』と略記。）が発足した。発足して間もない同年 8

月 30 日、『まち研』を構成する大学・行政・商工会による第 1 回委員会が開催され、各大学等の

研究活動の方針および当該年度における活動計画等について報告および意見交換が行われた。こ

の委員会において、足利工業大学福島研究室（以降、『当研究室』と略記。）は『「那須烏山市まち

づくり研究会」活動報告と今後の予定（2006.8.30）』と題した活動企画書を提出し、当研究室の

研究活動のテーマの明示とともに当面の活動予定について説明している。そして、この活動企画

書の中で、2006 年度の活動予定として『近代化遺産全国一斉公開事業への参加』を詠っている。

この『近代化遺産全国一斉公開事業への参加』は、『まち研』発足に先立つ 5 月 18・24 日、6 月

7・21・27 日、および発足して間もない 8 月 8-9 日、8 月 23-24 日、8 月 27-29 日に実施した那

須烏山市の地域資源調査の成果を踏まえ、後に研究会事務局となる市商工観光課との数次にわた

る検討を経て、企画・開催することを前提に準備していたものである。 

 これらの事前調査では、当市の地域資源として“国見の棚田”や“烏山和紙”とともに、“近代

化遺産”として 14 件リストアップし、当市の歴史を物語る新たな文化遺産として位置づけが行

われた。特に旧烏山町エリアには、近世の面影を色濃く残す町家や蔵が建ち並ぶ閑静な町並みの

中に、近代の芳香を漂わせながら風景に溶け込む毅然とした存在を確認することができた。 

近代化遺産とは、本邦における幕末から明治・大正・昭和戦前期にかけて、欧米など先進諸国

からの新しい技術や文化・制度等の移入により建造された産業・交通・土木・軍事・教育・文化

施設など、所謂わが国の近代化に貢献してきた構造物および建築物の総称である。これら近代化

遺産は、現在われわれが営む生活やその文化の直接のバックグラウンドとなるものである。しか

しながら、これまで当市においては、近代化遺産という概念およびその持つ文化財としての認識

について、十分な理解は得られていなかったと思われる。そもそも、“近代化遺産”という語彙は

1990 年の文化庁による造語であり、当時において未だ社会に流布するには至ってはいなかったか

らである。因みに、この近代化遺産の保護と活用を目途とした『全国近代化遺産活用連絡協議会』

が発足したのが 1997 年であり、その目玉事業として現在も継続して開催されている『近代化遺

産全国一斉公開』が初めて企画・開催されたのが 2005 年である。当市に限らず、近代化遺産の

認知の度合いは未だ低いものであった。 

『まち研』発足後、『まち研』事業として初めての大掛かりなイベント『近代化遺産全国一斉公

開』への参加は、こうした状況の中で行われた。当該事業の開催趣旨は、合併間もない新市のま

ちづくりの意義・方向性として、二つの目的を念頭においていた。一つは、地域資源の発掘・公

表を踏まえた共有資産としての市民融和であり、もう一つは、その共有する地域資源を活用した

地域の魅力情報発信による新市の知名度アップである。前述のとおり、近代化遺産は当時確固た

る評価が確立されておらず、『全国近代化遺産活用連絡協議会』が立ち上げた『近代化遺産全国一
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斉公開』事業も緒についたばかりであった。当該事業への当市の参加表明は、主催者である同協

議会にとっても歓迎すべきことであったと思われる。『近代化遺産全国一斉公開 in なすからすや

ま』は、当市における新たな文化概念としての近代化遺産の浸透とその活用をとおして、新市の

まちづくりを模索する一つの試みとして開催されることになったのである。 

以下に、創設経緯に関する資料を示す。 

 

≪資料 1≫ 『まち研』発足前後におこなった地域資源調査の様子 

≪資料 2≫ 2006 年 8 月 30 日に報告した『「那須烏山市まちづくり研究会」活動報告と今後の予 

定』の全文（①～②） 

 

 

 

≪資料 1≫『まち研』発足前後におこなった地域資源調査の様子 

 

   

東京動力機械製造㈱地下工場跡（5月 18 日）          神長砲弾貯蔵坑（5月 24 日） 

 

   

   旧烏山町歴史的建造物調査（8月 23 日）        旧烏山町歴史的建造物調査（8月 28 日） 
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≪資料 2≫ 『「那須烏山市まちづくり研究会」活動報告と今後の予定』の全文（その①） 
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≪資料 2≫ 『「那須烏山市まちづくり研究会」活動報告と今後の予定』の全文（その②） 
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２．これまでに開催された『近代化遺産全国一斉公開 in なすからすやま』の概要 

 

（１）第 1 回（2006 年度） 

 『まち研』が主催する初めての大掛かりな事業として、『近代化遺産全国一斉公開 in なすから

すやま』が 10 月 20 日から 22 日の 3 日間にわたり開催された。前述したとおり、この事業は『全

国近代化遺産活用連絡協議会』が主催し、文化庁や(財)日本ナショナルトラストが支援する一大

イベントであり、わが国の近代化に貢献してきたモニュメント・近代化遺産を有する自治体への

参加を呼びかけ開催されている事業である。この事業は 2005 年度に初めて開催され、第 2 回大

会となる 2006 年度に当市は参加表明を行った。 

 この事業は、“公開事業”と“企画事業”の 2 つで構成されるが、2006 年度は当市に現存する

遺産の評価に関わる調査を進めながら、その成果を整理しつつ公開事業のみへの参加となった。

公開する施設は、特に地域の固有性を表出している『東京動力機械製造㈱地下工場跡』『旧烏山病

院』『旧国鉄烏山駅舎』の 3 施設である。因みに、全国では 345 件が公開され、栃木県からは 4

市 17 件が公開された。また、『東京動力機械製造㈱地下工場跡』（入口前広場）と『旧国鉄烏山

駅舎』の 2 箇所において当研究室ゼミ生が遺産の解説を行うこととなり、市内に現存する近代化

遺産の内 13 施設の解説用パネル B1 サイズ 6 枚が制作された。このパネルは、調査の進捗を踏ま

え新しいデータを逐次加えながら更新しており、『まち研事務局』に保管されるとともに、現在も

各種イベント等に活用されている（現在は 7 枚のパネルに整理）。 

 以下に、当該年度における当事業の関連資料を示す。 

 

≪資料 3≫ 主催事務局から送付された『近代化遺産全国一斉公開 2006』の共通ポスター 

≪資料 4≫ 足利工業大学が制作した『解説用パネル』（①～②）＊情報を更新した現在のパネル 

≪資料 5≫ 当事業の様子を示すスナップ 

 

≪資料 3≫ 主催事務局から送付された『近代化遺産全国一斉公開 2006』の共通ポスター 
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≪資料 4≫ 『解説用パネル』の原稿（その 1） 
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≪資料 4≫ 『解説用パネル』の原稿（その 2） 
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≪資料 5≫ 当事業の様子を示すスナップ 

  旧国鉄烏山駅舎（2006.10.21） 

 

手前に『共通ポスター』を掲示している  

 

 東京動力機械製造㈱地下工場跡の広場（10.22） 
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（２）第 2 回（2007 年度） 

 2 回目の開催となる 2007 年度は、10 月 20 日から 21 日の 2 日間にわたって開催された。“公

開事業”では、前年度公開の 3 施設に新たに『境橋』を加え、前回同様に当研究室ゼミ生による

解説がパネルを使って行われた。『境橋』は、当年の“土木学会選奨土木遺産”に認定されたこと

から、公開施設に加えたものである。また、“企画事業”として、公開施設の一つ『東京動力機械

製造㈱地下工場跡』入口前広場において、事業 2 日目となる 21 日にコンサートが開催された。

栃木県佐野市を拠点に活動している『フォークデｭオ“さのっこ”』による野外コンサートで、生

い茂る木々の緑に囲まれながら、深まる秋へと移ろう季節の気配を感じるひと時であった。 

 以下に、第 2 回開催に関する資料を示す。 

 

≪資料 6≫ 足利工業大学福島研究室が作成した第 2 回開催ポスター 

≪資料 7≫ 当事業の様子を示すスナップ 

 

 

≪資料 6≫ 足利工業大学福島研究室が作成した第 2回開催ポスター 

『近代化遺産全国一斉公開２００７』のご案内

■主 催 那須烏山市まちづくり研究会

■問い合わせ 経済環境部商工観光課商工係

℡ ０２８７－８３－１１１５

◆公開物件（日時；１０月２０日（土）・２１日（日）１０時～１７時）
・東京動力機械製造株式会社地下工場（現 島崎酒造株式会社どうくつ酒蔵）※パネル展示による解説を行います。
・国鉄烏山駅舎（現 JR烏山線烏山駅舎）※パネル展示による解説を行います。
・烏山病院（現 烏山和紙会館）※湯茶接待いたします。
・境橋※現地にて構造等の特徴について解説いたします。

◆企画事業

・とき：１０月２１日（日）（１３時～１５時）
・出演：フォーク・デュオ「さのっこ」
※入場は無料です。

幕末から第二次世界大戦期までの間に建設され、わが国の近代化に貢献した産業・交通・土木
に係る建造物などの近代化遺産は、新たな観光資源としてまちづくりに活用が期待されています。
「近代化遺産全国一斉公開２００７」に、那須烏山市も参加いたします。企画イベントとして下記に
より古酒の試飲会とコンサートinどうくつ酒蔵（地下工場跡）を実施いたします。
お誘い合わせの上、ご来場をお待ちいたします。秋の一日、楽しいひとときをお過ごし下さい。
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≪資料 7≫ 当事業の様子を示すスナップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                   “さのっこ”のコンサート 

 

 

                    烏山駅舎での解説風景 
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（３）第 3 回（2008 年度） 

 2008 年度の『近代化遺産全国一斉公開』事業は、10 月 25 日から 26 日の 2 日間開催され、“公

開事業”として、前回公開した 4 件に『烏山防空監視哨』を加え 5 件が公開された。この『烏山

防空監視哨』は市内の筑紫山山頂に築造されたコンクリート製の円形構造物で、第二次大戦時に

敵機の飛来を監視し宇都宮市に置かれていた監視隊本部に通報するための施設である。当市には

戦争に関する遺産がいくつか現存しており、当市の特徴の一つであることから、今回公開される

ことになった。これまでと同様に『東京動力機械製造㈱地下工場跡』と『旧国鉄烏山駅舎』にて

当研究室ゼミ生による遺産解説が行われ、また、新しい企画として、近代化遺産および国づくり

に関するビデオの放映が烏山公民館において行われた。 

 以下に、第 3 回開催に関する資料を示す。 

 

≪資料 8≫ 足利工業大学福島研究室が作成した第 3 回開催ポスター 

≪資料 9≫ 来場者に配布した当市の近代化遺産案内図 

≪資料 10≫ 当事業の様子を示すスナップ 

 

 

≪資料 8≫ 足利工業大学福島研究室が作成した第 3回開催ポスター 

◆日時：10月25日（土）・26日（日）10時～16時
◆公開遺産
◎パネル展示による解説会場
・旧国鉄烏山駅舎（現ＪＲ烏山駅舎）
・東京動力機械製造株式会社地下工場跡（現㈱島崎酒造どうくつ酒蔵）
◎現地ご案内いたします 熟成酒の無料試飲会実施!

・旧烏山病院（現烏山和紙会館）
・境橋（平成19年度土木学会選奨土木遺産に認定されています）
・烏山防空監視哨

◆ビデオ放映のご案内
◎日時・会場：10月26日（日）10時～16時

烏山公民館
◎アニメーションビデオ（国づくりの歴史）や全
国の近代化遺産紹介ビデオを放映致します。

■主 催：那須烏山市まちづくり研究会
■問合せ：那須烏山市商工観光課

℡ 0287－83－1115

黒船の来航によって国が開かれた幕末から明治・大正・昭和戦前にかけて、新しい技
術や文化・制度の導入によって建造された産業・交通・土木・軍事・教育・文化施設など、
日本の近代化に貢献してきた構造物や建築物を近代化遺産と呼んでいます。
那須烏山市では、市内に残る近代化遺産を活用したまちづくりを進めており、平成19

年度から「那須烏山市の近代化遺産」解説板を設置しています。
さて、この度、全国各地で同時開催される「近代化遺産全国一斉公開2008」に、那須

烏山市も参加いたします。みなさまお誘い合わせの上、ご来場下さいますようご案内い
たします。

『近代化遺産全国一斉公開2008』が開催されます！！
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≪資料 9≫ 来場者に配布した当市の近代化遺産案内図 

 

 

≪資料 10≫ 当事業の様子を示すスナップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ビデオ放映の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネル解説の様子 
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（４）第 4 回（2009 年度） 

 『まち研』事業として取組んできた『近代化遺産全国一斉公開』事業は、第 4 回目となる 2009

年度から事業名に市名を冠し、『近代化遺産全国一斉公開 2009in なすからすやま』として 10 月

17 日・18 日の 2 日間開催された。“公開事業”は前回と同じく近代化遺産施設 5 件が公開され、

『東京動力機械製造㈱地下工場跡』および『旧国鉄烏山駅舎』において当研究室ゼミ生による解

説が行われた。また、前回同様にビデオ放映が行われるとともに、新たに“企画事業”として足

利工業大学の福島二朗准教授による“ミニ講演会”が市の観光情報施設『山あげ会館』において

開催された。今回の開催期間における来訪者数は 303 名であり、当事業が恒例行事として定着し

てきたことがうかがえる。 

 なお、今回のポスターは『まち研事業』として開催されてきた『フォトコンテスト』の入賞作

品を用いて、当研究室が作成したものである。 

 以下に、第 4 回開催に関する資料を示す。 

 

≪資料 11≫ 『近代化遺産全国一斉公開 2009in なすからすやま』のポスター 

≪資料 12≫ 来場者に配布した近代化遺産案内図 

≪資料 13≫ 当事業の様子を示すスナップ 

 

≪資料 11≫ 『近代化遺産全国一斉公開 2009in なすからすやま』のポスター 

幕末から明治・大正・昭和戦前期にかけて、最新の技術や文化・制度の導入によって建造された
産業・交通・土木・軍事・教育施設等、日本の近代化に貢献してきた構造物や建築物を「近代化遺
産」と呼んでいます。わが国の近代化を推進した当時の『工部省』が設置されたのは明治3年10月
20日。『全国近代化遺産活用連絡協議会』では、この10月20日を中心にその前後の期間、近代化遺
産の価値や魅力を広く伝えることを目的として、「近代化遺産全国一斉公開」を開催しています。
那須烏山市では、平成18年度からこの事業に参加しており、今年も下記により開催します。それほ
ど古くなく、かと言って新しくもない近代の遺産。現在の文化の直接の基盤となった身近な文化財、そ
れが近代化遺産です。秋の日の一日、身近で懐かしい地域の歴史に触れてみましょう。
ご家族でのお越しをお待ちいたします。

１．企画事業
◎わが国の近代化遺産および近代化を推進した人々に関するビデオの放映
◎ミニ講演会
（◆近代化遺産って何だろう？ ◆那須烏山市の近代化遺産とその持つ意義）
＊と き：10月17日（土）18日（日）10：00～16：00
（ミニ講演会は両日とも10：30、13：30を予定しています。また、ビデオ放映の際に簡単なレクチュアを行ないます。）

＊ところ：山あげ会館

２．公開事業
◎市内5箇所の施設を公開するとともに、パネル展示により足利工業大学都市環境工学科福島研究室の学生が、市内の
近代化遺産の解説を行ないます。

◎公開施設およびパネル展示・解説場所
◆旧国鉄烏山駅舎（現JR烏山駅舎）＊パネル展示＆学生による解説
◆東京動力機械製造㈱地下工場跡（現㈱島崎酒造どうくつ酒蔵）
＊パネル展示＆学生による解説
＊㈱島崎酒造のご協力により、熟成酒の無料試飲会も実施します。
◆旧烏山病院（現烏山和紙会館） ◆境橋（平成19年度土木学会選奨土木遺産） ◆烏山防空監視哨
＊と き：10月17日（土）18日（日）10：00～16：00

≪連絡先≫那須烏山市商工観光課 tel.0287-83-1115
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≪資料 12≫ 来場者に配布した近代化遺産案内図 

烏山防空監視哨

旧烏山病院
（烏山和紙会館）

東京動力機械製造（株）地下
工場跡

（どうくつ酒蔵）

旧国鉄烏山駅舎
（JR烏山駅舎）

境橋

山あげ会館
『ミニ講演会＆ビデオ放映会場』

 

 

≪資料 13≫ 当事業の様子を示すスナップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミニ講演会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネル解説の様子 
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（５）第 5 回（2010 年度） 

 『まち研』が主催する『近代化遺産全国一斉公開 2010in なすからすやま』は第 5 回目を迎え、

10 月 23 日と 24 日の 2 日間にわたって開催された。また、今回の開催企画に際し、“近代化遺産

＆コンサート～学びと感動のハーモニー～”としてテーマが明記された。 

 “公開事業”は前回同様に市内の近代化遺産 5 件が公開されるとともに、当研究室ゼミ生によ

る解説が『東京動力機械製造㈱地下工場跡』と『旧国鉄烏山駅舎』の 2 箇所において行われた。

“企画事業”では、今回 3 つの事業が企画された。一つは、足利工業大学の福島二朗准教授によ

る講演会の開催であり、公開施設の一つ『東京動力機械製造㈱地下工場跡』が会場となった。こ

の『東京動力機械製造㈱地下工場跡』は、第二次大戦時に戦車工場として山腹を掘削し建造され

た坑道跡であり、総延長 660m に及ぶ巨大な地下空間施設である。二つ目の企画は、この巨大な

地下空間内でのコンサートの開催である。地下空間という暗闇の中で、当市の伝統工芸品･烏山和

紙で創作された照明とのコラボ企画である。三つ目の企画は、「まちなか観光ツアー～歩いてみよ

う近代化遺産～」と銘打ち、当研究室ゼミ生が市内の近代化遺産を案内する企画で、モニターツ

アーとして今後のツアー企画の基礎資料とする試みであった。23 日の公開施設への来訪者数 70

名、同じく 24 日は 60 名であり、またコンサート 140 名、モニターツアー23 名の参加があった。

以下に、第 5 回開催に関する資料を示す。 

 

≪資料 14≫ 『近代化遺産全国一斉公開 2010in なすからすやま』のポスター 

≪資料 15≫ 来場者に配布した近代化遺産案内図 

≪資料 16≫ 当事業の様子を示すスナップ 

 

≪資料 14≫ 『近代化遺産全国一斉公開 2010in なすからすやま』のポスター 

わが国の近代化に貢献した産業・交通・土木に係
わる建造物などの近代化遺産は、新たな観光資源と
してまちづくりに活用が期待されています。そのような
近代化遺産が全国一斉に公開されます。
那須烏山市もこの事業に参加します。お誘いあわせ
の上、多くのみなさまのご来場をお待ちしています。

■ ■

2010 10/23(土）・24（日）

2010 10/24（日）

近代化遺産の公開 （10：00～16：00 無料）

①境橋〈土木学会選奨土木遺産〉

②旧烏山病院（和紙会館）

③東京動力機械製造㈱地下工場跡

（現㈱島崎酒造どうくつ酒蔵）

※パネル展示＆解説 熟成酒の無料試飲

④烏山防空監視哨

⑤旧国鉄烏山駅舎（現JR烏山駅舎）

※パネル展示＆解説

③まちなか観光ツアー

「歩いてみよう近代化遺産」

足利工業大学福島研究室の学生が

ご案内します。

コース

（1）旧国鉄烏山駅舎（10時出発）

（2）烏山通運㈱石造り倉庫群

（3）旧烏山病院

（4）境橋（土木学会選奨土木遺産）

（5）山あげ会館（正午頃到着予定）

※参加料 無料（予約先着20

名 問合せ先まで電話等で申
込む。締切10月15日）

近代化遺産＆コンサート

～学びと感動のハーモニー～

場所 ㈱島崎酒造どうくつ酒蔵 （入場料 無料）

①講演会 １３：００から

「近代化遺産を活用したまちづくり」

足利工業大学都市環境工学科 福島二朗准教授

②チグリハーブLIVE １４：００から

チグリハーブ（Vo） 大地と響きあう歌手 その歌声は風のように透き通り優しい 和紙

灯りと織り成すステージは幻想的 あなたを不思議な世界へと誘う

長沢ヒロ（Vo.G.B） 数々のヒット曲を生みだし、作品をアーティストに提供。CMソング

のヒットメーカーでもあり和太鼓集団「鼓絆」のメロディメーカーでもある。チグリハーブのサウンドを全

面プロデュース

高橋まこと（P） 日本の伝説のバンド「BOΦWY」のドラマー。解散後もDe＋LAXに参加。

通称「Mr．８BEAT」「ATOMIC DRUM」と呼ばれている。

和紙灯り作家鎌田泰二の照明での幻想的なステージです

※先着１００名 問合せ先への事前申込が必要です。

駐車台数に限りがあります。公共交通機関等をご利用ください。

①

③②

④ ⑤
（チグリハーブ）

（問合せ先） 那須烏山市まちづくり研究会事務局・那須烏山市商工観光課 TEL．0287‐83‐1115
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≪資料 15≫ 来場者に配布した近代化遺産案内図 

■絵師・松井天山が大正13年に描いた鳥瞰図に加筆しました。

○境橋 現在の橋は3代目の橋。この鳥瞰図には、大正6年に架設された2代目の洋
式木橋が描かれています。現在の橋は、昭和12年に3連のRCオープンスパンドレル
アーチ橋として架設されました。バルコニーが左右対称に4箇所ある貴重な橋です。
平成19年度土木学会選奨土木遺産に認定されました。

○烏山防空監視哨 筑紫山山頂に、コンクリート製
ラッパ型円筒形の建造物があります。第2次大戦中、
飛来する敵機を監視して宇都宮監視隊本部に通報
するために使用された防空監視哨です。県内では、
烏山を含めて2箇所の現存が確認されています。こ
のような戦争遺産は、平和学習の教材として活用が
期待される貴重な遺産でもあります。

○旧国鉄烏山駅舎 この駅舎は、大正12年の烏山線
の開通と同時に開設された瓦葺き切妻屋根の木造平
屋建てで、その概観は往時の風情を彷彿とさせます。
烏山駅舎は、新しい交通体系の革新をとおして地域産
業の興隆に果たした役割だけに止まらず、文化移入の
窓口として本市の近代化を支えた貴重な歴史遺産と言
えるでしょう。

○烏山通運㈱石造り倉庫群 烏山駅前に、重厚な佇まいの石
造り倉庫群があります。このうち3棟は経済産業省が認定する栃
木県の地域資源・大谷石造りであり、昭和14年に2棟、翌15年
に1棟が建造されました。建造当初に使用されていた欠円アー
チの入口や、建物の正面・側面・背面のバットレスが、荘厳な景
観を呈しています。

○耕便門 江戸時代（1826年）に築造された350ｍの隧
道区間を有する灌漑用水路。この耕便門は、近代以降、
水車動力の導入により製麺業や製糸業などの地域産業
の発展に大きく寄与しました。現在も、鳥瞰図に描かれて
いるように、社が祀られ石碑があります。

○旧烏山病院 旧烏山病院は大正12年に開業し
ました。その後、地元の伝統工芸品・烏山和紙を
顕彰する烏山和紙会館として再生されました。時
代の要請に対応した近代的設備を備えた病院建
築物から、地域の伝統技術を象徴する産業会館
へ。旧烏山病院の重厚にして優美な造形は、懐
かしい甘美な香気とともに、近代建築の精華が息
づいています。

○山あげ会館 山あげ会館は、本市の観光交流の拠
点施設として、市の中央部に位置しています。鳥瞰図
には、その位置に旧専売支局が描かれています。近
世から近代にかけて、煙草産業が旧烏山町の主要
産業だったことを物語っています。

○㈱島崎酒造 嘉永2 (1849)年創業の蔵元。近代化遺
産の旧戦車工場を、熟成酒の貯蔵庫やコミュニティの場
として活用しています。

○萬さろん 明治10年の久四郎火事と呼ばれる大火にも耐え
た見世蔵。現在は「萬さろん」として、市内の窯元の陶芸品を展
示・販売しています。

 

 

≪資料 16≫ 当事業の様子を示すスナップ 

 

 

 

 

 

 

 

 『東京動力機械製造㈱地下工場跡』での解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演会の様子 
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（６）第 6 回（2011 年度） 

 第 6 回目となる『近代化遺産全国一斉公開 2011in なすからすやま』は、10 月 22 日・23 日の

両日開催された。今回の開催テーマは、“近代化遺産＆コンサート～学びと癒しのハーモニー～”

であり、前回の企画に新たに“朗読会”を加えての開催である。 

“公開事業”として 5 件の遺産公開を行い、『東京動力機械製造㈱地下工場跡』と『旧国鉄烏山

駅舎』の 2 箇所で制作パネルによる解説が行われた。“企画事業”は、前回同様に足利工業大学

の福島二朗准教授による講演会、コンサートと烏山和紙の創作灯りのコラボが『東京動力機械製

造㈱地下工場跡』の地下空間で開催された。また、モニターツアー「まちなか観光ツアー～歩い

てみよう近代化遺産～」も当研究室ゼミ生の案内により開催された。来訪者数は、22 日の公開施

設 50 名、23 日は公開施設が約 100 名、講演会・朗読会・コンサート約 80 名、モニターツアー

が 25 名であった。 

 なお、“朗読会”は『NPO 法人コミュニケーションラボ』理事長の樋口節子氏（足利市）、“コ

ンサート”は前回に引き続きチグリハーブのライブが行われた（資料 17 参照）。 

 以下に、第 6 回開催に関する資料を示す。 

 

≪資料 17≫ 『近代化遺産全国一斉公開 2011in なすからすやま』のポスター 

≪資料 18≫ 当事業の様子を示すスナップ 

 

≪資料 17≫ 『近代化遺産全国一斉公開 2011in なすからすやま』のポスター 
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≪資料 18≫ 当事業の様子を示すスナップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モニターツアーの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樋口さんによる朗読会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライブの様子 
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（７）第 7 回（2012 年度） 

 2012 年度の“土木学会選奨土木遺産”が 10 月中旬に公表され、これまで当事業の中で大きな

役割を果たしてきた『東京動力機械製造㈱地下工場跡』と『烏山防空監視哨』が認定を受けた。

この認定は、両遺産がわが国を代表する歴史的建造物であり、後世に伝えていくべき重要な近代

化遺産として認められたことを意味する。当市には、同選奨遺産として 2007 年度に『境橋』が

認定されており、今回の認定 2 件を加え 3 件の選奨土木遺産保有自治体となった。 

 この認定を踏まえ、第 7 回目の開催となる『近代化遺産全国一斉公開 2012in なすからすやま』

では、いくつかの記念事業が企画された。一つは、“那須烏山市の選奨土木遺産トークショー”と

して、大谷範雄市長・福田弘平氏（市観光協会長）・島崎利雄氏（『東京動力機械製造㈱地下工場

跡』管理者）によるパネルディスカッションが開催され、足利工業大学の福島二朗准教授がコー

ディネーターを務めた。また、「当市の放課後児童クラブを対象にした近代化遺産学習会」「放課

後児童クラブ近代化遺産ツアー」「子供たちが描く近代化遺産絵画展」（いずれも『NPO 法人野う

さぎくらぶ』と当研究室の共催）、市民グループ『なすから教育支援ネットワーク』と当研究室共

催による「境橋を活用した環境教育プログラム」が開催されている。恒例となった『東京動力機

械製造㈱地下工場跡』でのコンサート（来場者 69 名）、モニターツアー（参加者 20 名）も行わ

れた。 

 なお、当事業を主管する『全国近代化遺産活用連絡協議会』に、当市が加盟したのもこの年で

ある。以下に、第 7 回開催に伴う関連資料を示す。 

 

≪資料 19≫ 『近代化遺産全国一斉公開 2012in なすからすやま』のポスター 

≪資料 20≫ 来場者に配布した近代化遺産案内図 

≪資料 21≫ 当事業の様子を示すスナップ 

 

≪資料 19≫ 『近代化遺産全国一斉公開 2012in なすからすやま』のポスター 
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≪資料 20≫ 来場者に配布した近代化遺産案内図（その 1） 
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≪資料 20≫ 来場者に配布した近代化遺産案内図（その 2） 
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≪資料 21≫ 当事業の様子を示すスナップ 

   

児童の近代化遺産ツアー（境橋・東京動力機械製造㈱地下工場跡/8 月 22 日） 

   

放課後児童クラブ学習会（荒川学童/8 月 24 日）    トークショー（「広報那須烏山 2012.12」から抜粋） 

 

子供たちが描く近代化遺産絵画展（「広報那須烏山 2012.12」から抜粋） 



Ⅲ-1 研究会事業の報告 （2）近代化遺産全国一斉公開 inなすからすやま  217 

（８）第 8 回（2013 年度） 

 『近代化遺産全国一斉公開 2013in なすからすやま』が 11 月 10 日に開催され、当市以外の近

代化遺産を含めた初めての『近代化遺産バスツアー』が実施された。このバスツアーは、これま

で 3 回にわたって開催されてきたモニターツアーのノウハウを生かし、市外からのさらなる集客

を狙いとした企画である。バスツアーでは、当市および宇都宮市の JR 駅を集合場所として、両

市に存する近代化遺産 4 施設を巡るコースが設定され、最後の見学施設『東京動力機械製造㈱地

下工場跡』では恒例となったコンサート鑑賞も組入れられた。見学コースの 4 施設はすべて“土

木学会選奨土木遺産”に認定されており、栃木県を代表する重要な近代化遺産である。 

 当日は、『まち研』を構成している足利工業大学・宇都宮共和大学・国際医療福祉大学・白鷗大

学とともに、市内の NPO・市民グループが賛助する中で実施された。また、当事業の開催を大き

く報じたポスターは、この年にオブザーバーとして『まち研』に参加した栃木県立烏山高等学校

の美術部がデザインしたものである。バスツアーへの参加者は、栃木県外からの参加も含め 46

名、コンサートには 150 名が参加した。以下に、第 8 回開催に伴う関連資料を示す。 

 

≪資料 22≫ 『近代化遺産全国一斉公開 2013in なすからすやま』のポスター 

≪資料 23≫ 当事業の様子を示すスナップ 

 

≪資料 22≫ 『近代化遺産全国一斉公開 2013in なすからすやま』のポスター 
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≪資料 23≫ 当事業の様子を示すスナップ 

  

宇都宮市水道施設群（霧に煙る今市浄水場の浄水池と旧管理室の壮麗な洋館） 

  

境橋を歩きながら見学する参加者達       シンガーソングライターせきぐちゆきコンサート 

 

コンサート会場での大学生スタッフ紹介 
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（９）第 9 回（2014 年度） 

 第 9 回目となる『近代化遺産全国一斉公開 2014in なすからすやま』は、11 月 16 日に開催さ

れた。前年度から企画された『近代化遺産バスツアー』は、市民交流と当市への来訪機会を積極

的に生み出すことを目標にしている。今回は、当市および那須塩原市の JR 駅を起終点として、

国の重要文化財に指定されている『那須疏水』と選奨土木遺産『晩翠橋』を巡り、当市に入り選

奨土木遺産の『境橋』および『東京動力機械製造㈱地下工場跡』を訪ねるコースである。『東京動

力機械製造㈱地下工場跡』では、恒例となったコンサートも開催された。 

 当日は、『まち研』を構成する 4 大学および本年度から『まち研』委員となった栃木県立烏山

高等学校、さらにオブザーバーとして『まち研』の活動に係わる市民グループにより運営された。

今回のポスターも、前年に引き続き烏山高等学校美術部が担当した。当事業への参加者は、バス

ツアー36 名、コンサートは 150 名であった。 

なお、今回のコンサートは、現代筝曲家・本間貴士氏とその仲間たちによる“雅楽コンサート”

が『東京動力機械製造㈱地下工場跡』を会場として開催された。暗闇の中に烏山和紙で創られた

仄かな灯りに浮かび上がる古式に倣った装束姿の演者たちの、幽玄なパフォーマンスに酔い痴れ

たひと時であった。以下に、第 9 回開催に伴う関連資料を示す。 

 

≪資料 24≫ 『近代化遺産全国一斉公開 2013in なすからすやま』のポスター 

≪資料 25≫ 当事業の様子を示すスナップ 

 

≪資料 24≫ 『近代化遺産全国一斉公開 2013in なすからすやま』のポスター 

 



Ⅲ-1 研究会事業の報告 （2）近代化遺産全国一斉公開 inなすからすやま  220 

≪資料 25≫ 当事業の様子を示すスナップ 

  

那須疏水旧取水施設(解説/磯忍氏:那須塩原市文化財保護審議会会長) 

  

晩翠橋の解説(栃木県大田原土木事務所)         境橋の解説(栃木県烏山土木事務所) 

 

本間貴士 現代筝曲コンサート 
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（３）『活動・成果報告会』について 

 

福島 二朗・事務局 

 

１．成果報告会の開催までの経緯と開催目的 

 

 2006 年 7 月 14 日に『那須烏山市まちづくり研究会』（以降、『まち研』と略記。）が発足し、

同年 8 月 30 日に第 1 回委員会が開催された。この第 1 回委員会では、本会予算や本会を構成す

る各大学の活動計画等について意見交換が行われるとともに、活動成果の公表としての報告会開

催の是非について協議が行われた。出席者は、大久保忠旦委員長をはじめとする大学側委員 7 名

（大久保忠旦宇都宮共和大学副学長、鈴木博宇都宮共和大学教授、福島二朗足利工業大学助教授、安藤由

美国際医療福祉大学専任講師、前橋明朗作新学院大学助教授、黒田英一宇都宮大学助教授、大野邦雄とちぎ

大学連携サテライトオフィスコーディネータ）、烏山商工会所属委員 5 名（沼田邦彦青年部長、福田長弘

青年部副部長、荒井和美総務課長、金子正指導課長、加藤亨之主査）の計 12 名、また事務局からは 3

名が出席している。この席上、委員会活動やその運営に対し市から予算配当がある以上、何らか

の報告が必要であるとの方向性が出された。しかしながら、あくまでも活動実績に対する報告で

あり、必ずしも成果を求めるものではないことが共通認識として確認された。また、『まち研』の

創設について、市民への速やかな情報開示が必要であることも確認された。 

第 2 回委員会では、報告会の実施に向けた計画概要が協議され（9 月 15 日開催。協議事項（４）

活動発表会の実施計画について）、第 3 回委員会（10 月 30 日開催）において開催日時・会場お

よび開催主旨・内容等についての大要が概ね了承された。当初、開催日時は 11 月 25 日（土）午

後、会場は烏山商工会館 2 階研修室を案として事務局から提案があったが、市民に向けた『まち

研』のお披露目であること、より多くの市民の参加を促すことを念頭に、日程および会場の選択、

さらに開催内容の検討が行われた。その結果、①成果報告会の名称を『那須烏山市まちづくり研

究会 活動中間報告会』とすること、②開催日時を休前日となる 11 月 24 日（金）午後 7 時に、

③会場は烏山公民館第 2 研修室とするとともに、開催内容として、④研究会事業として実施した

『フォトコンテスト』（後述するⅢ．１．（４）参照）の表彰式と抱き合わせた開催概要が決めら

れた。また、年度末には、当該年度における活動成果の報告会を開催することも、併せて決議さ

れた。 

 成果報告会を開催することの目的は、発足した『まち研』を構成する各大学の研究指標（各大

学個々における研究課題と目標）、および『まち研』と市民との協働を念頭においた今後のありよ

うの公表（研究会全体としての会の役割）である。このことは、活動中間報告会の委員向け開催

通知（平成 18 年 11 月 8 日付）、および当該年度末に開催された活動成果報告会（平成 19 年 3 月

11 日開催）の委員向け開催通知（平成 19 年 2 月 26 日付）に、以下のように記されている。 

 

 ････この報告会は、これまでの各大学における活動の中間報告（年度末は『成果報告』と記載）

と今後の活動計画等を市民に公表することによって、そのまちづくり活動を理解して頂き、今後

市民との協働を積極的に図ることを目的としております････ 
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 このように、成果報告会の目的として“まちづくり活動の理解”と“市民との協働”を企図す

ることを謳っており、これはそのまま“本会が掲げる主要な目的”として位置付けられていたの

である。 

 以下に、成果報告会の開催が議論された平成 18 年度第 1 回～第 3 回委員会の開催議事次第、

活動成果報告会の委員向け開催通知（中間および年度末）を示す。 

 

≪資料 1≫ 平成 18 年度那須烏山市まちづくり研究会 第 1 回～第 3 回委員会次第 

≪資料 2≫ 活動成果報告会の委員向け開催通知 

 

≪資料 1≫ 平成 18 年度那須烏山市まちづくり研究会 第 1回～第 3回委員会次第 
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≪資料 2≫ 活動成果報告会の委員向け開催通知 
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２．これまでに開催された『成果報告会』の概要 

 

（１）平成 18 年度 

 2006（平成 18）年 11 月 24 日、創設された『那須烏山市まちづくり研究会』の活動報告会と

して、「那須烏山市まちづくり研究会活動中間報告会」が烏山公民館を会場として開催された。

前節で述べたとおり、『まち研』の創設とその趣意を市民に公表することを主たる目的とし、ま

た、より多くの市民に参集してもらうことを念頭に、当初計画の土曜日から平日（金曜日）の

勤務明け午後 7 時にシフトしての開催である。 

 報告会は 2 部構成で、第 1 部は『まち研』主催による「第 1 回残したい風景～からすやまフ

ォトコンテスト」（次節Ⅲ．１．（４）参照）の表彰式が行われ、大久保忠旦委員長の開催挨拶

および大谷範雄市長の来賓挨拶を挟み、第 2 部として活動報告会が開催された。報告会では、

本会の構成大学の内、足利工業大学・作新学院大学・国際医療福祉大学・宇都宮共和大学の 4

大学により、それぞれ研究活動に係わる企画提案およびその現状報告が行われた。足利工業大

学は旧烏山町地区を対象とした近代化遺産・蔵等の歴史的建造物調査の現況報告、国際医療福

祉大学は研究テーマに“リタイア後の団塊世代による介護予防活動”を掲げ、那須烏山市の高

齢化人口予測の現況等について、また、宇都宮共和大学は“研究課題と提案”として、那須烏

山市の自然環境価値評価・地産地消素材の調査・クラインガルテンの可能性、および「林地草

地の輪換システム」についての提案等が発表された。この中間報告会の来場者数は約 90 名であ

った。資料 4 に中間報告会の次第、資料 5 に中間報告会の発表風景を示す。 

 また、年間をとおしての最終報告会が、2007（平成 19）年 3 月 11 日に開催された。これは、

当該年度における活動成果の公表を目的として、第 3 回委員会（10 月 30 日開催）においてそ

の開催が決議されていたものである。開催日の 3 月 11 日は日曜日であり、烏山公民館を会場に

午後 2 時からの開催であった。本会を構成する 5 つの大学が、それぞれ当該年度の活動内容お

よびその成果の報告を行った。足利工業大学は、中間報告会で発表した近代化遺産や蔵等の歴

史的建造物に加え、山間部の自然景観の整備の方向性とその効果について CG 画像を作成して

説明した。作新学院大学は、市内の空き店舗を活用して始めたカフェ経営の成果を、また、国

際医療福祉大学は、中間報告会のテーマをさらに掘り下げ、市の高齢者人口の推定と自治体ボ

ランティアについて報告が行われた。宇都宮共和大学も中間報告会で提示した 4 項目の課題＆

提案を踏まえ、烏山和紙原料の生産可能性および緑の環境価値評価について、また、宇都宮大

学は那須烏山市のまちづくり例と題して発表が行われた。これらの発表は、足利工業大学・作

新学院大学・国際医療福祉大学は学生が、また、宇都宮共和大学は大久保忠旦委員長、宇都宮

大学は大野邦雄客員教授が発表を行った。参加者数は約 80 名であった。 

 資料 5 および資料 6 に、最終報告会のチラシおよび次第を示す。また、資料 7 に、報告会の

発表風景を示す。 

 

≪資料 3≫ 平成 18 年度中間報告会次第 

≪資料 4≫ 中間報告会の発表の様子 

≪資料 5≫ 平成 18 年度最終報告会の案内チラシ 
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≪資料 6≫ 平成 18 年度最終報告会次第 

≪資料 7≫ 最終報告会の様子 

 

≪資料 3≫ 平成 18 年度中間報告会次第 

 

 

≪資料 4≫ 中間報告会の発表の様子 
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≪資料 5≫ 平成 18 年度最終報告会の案内チラシ 
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≪資料 6≫ 平成 18 年度最終報告会次第 

 

 

 

≪資料 7≫ 活動成果報告会の様子 
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（２）平成 19 年度 

 『まち研』活動の 2 年目となる平成 19 年度の活動成果報告会は、第 2 回委員会（2007.9.28）

においてその開催と日時および会場が概ね確認され、さらに、第 3 回委員会（2008.2.22）にお

いて参加各大学の発表順序や時間配分等の内容が決議された。 

 報告会は、年度末となる 2008（平成 20）年 3 月 2 日（日）の午後 1 時から烏山公民館を会

場として開催された。市内外から多くの参加者を募るべく、今報告会も「第 2 回からすやまフ

ォトコンテスト」の表彰式との同時開催となった。 

 発表者は、これまでの構成 5 大学に、本年度から本会の構成団体として参画した小山工業高

等専門学校を加えた 6 高等教育機関である。足利工業大学は、『地域資源を活用した地域の賑わ

いづくりに向けた活動』と題して、近代化遺産の石材案内板の製作、江戸期築造の水利施設『耕

便門』の史的評価とまちづくりへの活用、市内中山間地域の資源調査と CG 活用による地域づ

くりの 3 テーマについて発表が行われた。国際医療福祉大学は、『那須烏山市の住みやすさにつ

いて』の意識調査の分析結果について報告された。この調査は、安藤由美研究室が作成したア

ンケートにより市内全域を対象に 2 月 1～8 日に実施されたもので、本報告会ではその詳しい分

析結果が報告された。作新学院大学は、前年度から空き店舗の利活用として取り組んでいる『学

生主体のコミュニティ・ビジネス・モデル』のチャレンジ・ショップについて、その活動成果

が報告された。宇都宮大学（とちぎ大学連携サテライトオフィス大野邦雄コーディネータ）は、

那須烏山市女性団体連絡協議会との共催による『夢づくりワークショップ』の設置・開催につ

いて、また、宇都宮共和大学は、『地産地消のための烏山和紙生産技術』を中心に、その考え方・

今後の取組み等について報告が行われた。今年度から新規参入した小山工業高等専門学校は、

酒入陽子准教授が『那須烏山市と那須氏の歴史を探る』と題し、市民グループ「那須氏研究会」

との共同による取り組みとして、市域と那須氏の繋がりの解明に係わる調査、烏山城下と周辺

村落の史的調査等について報告が行われた。成果報告会への参加者数は、約 60 名であった。 

 資料 8 に平成 19 年度の活動成果報告会の案内チラシを示す。また、資料 9 に報告会次第、資

料 10 に報告会の発表風景を示す。 

 

≪資料 8≫ 平成 19 年度報告会の案内チラシ 

≪資料 9≫ 平成 19 年度報告会次第 

≪資料 10≫ 報告会の発表風景 
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≪資料 8≫ 平成 19 年度報告会の案内チラシ 
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≪資料 9≫ 平成 19 年度報告会次第 

 

 

≪資料 10≫ 報告会の発表風景 
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（３）平成 20 年度 

 2008（平成20）年度の『まち研』活動の報告会開催についての協議は、第2回委員会（2008.9.17）

および第 3 回委員会（2009.2.19）に行われた。開催日時、会場、発表の方法・順番・時間割振

り等について審議され調整が行われた。その結果、開催日は 2009 年 3 月 1 日の日曜日、開会時

間は午後 1 時となった。また、会場は、これまでの烏山公民館から那須烏山商工会館に変更さ

れた。新たに会場となった那須烏山商工会館は、市の観光情報の発信拠点となる『山あげ会館』

に隣接しており、市外からの参加者への配慮となる変更である。 

 報告会は、これまでと同様に『まち研』を構成する 5 大学等による発表形式で行われた。ま

た、「第 3 回からすやまフォトコンテスト」との同時開催である。足利工業大学は、市の新しい

文化資源としてその評価と活用に取り組んできた近代化遺産の研究成果として、価値評価の掘

り下げ・教材化・観光案内板の表現手法等について報告が行われた。国際医療福祉大学は、烏

山高等学校と烏山女子高等学校での調査結果を踏まえた“住みたいまち”と“住みやすさ”に

ついての意識調査の分析成果、また、市の活性化を目途に立案したソーシャルマーケティング

プランについて報告された。小山工業高等専門学校は、“まちづくりへの歴史分野からの提案”

として、市民グループ『那須氏研究会』との活動成果について報告された。具体的には、“稲積

城 900 年祭”に向けた小字名等の史的調査と遊歩道計画、旧烏山町の町並み調査を踏まえた歴

史史跡の活用、さらに、市民グループ「那須氏研究会」による稲積城に関する研究成果が報告

された。宇都宮大学（とちぎ大学連携サテライトオフィス大野邦雄コーディネータ）は、前年

度に那須烏山市女性団体連絡協議会との共催として始めた『夢づくりワークショップ』の成果

を述べるとともに、市民アンケートを基に制作した 3 グループの成果品となる 3 つの模型が展

示された。宇都宮共和大学は、 “地産地消のための烏山和紙生産支援”について、大久保委員

長によりその取り組みの現状が報告された。今回の報告会では、これらの構成大学等による発

表に加えて、市民の有志「那須烏山市金券制度調査研究会」が金券制度の導入を見据えた調査

報告についての発表が行われた。参加者数は、94 名であった。 

 資料 11 に、平成 20 年度の活動成果報告会の案内チラシを示す。また、資料 12 に報告会の発

表風景を示す。 

 

≪資料 11≫ 平成 20 年度報告会の案内チラシ 

≪資料 12≫ 報告会の発表風景 
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≪資料 11≫ 平成 20 年度報告会の案内チラシ 
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≪資料 12≫ 報告会の発表風景 

 

  
大久保委員長のあいさつ 

 

 

  
足利工業大学の発表の様子            国際医療福祉大学の発表の様子 

 

 

  
国際医療福祉大学のメンバー              足利工業大学のメンバー 
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（４）平成 21 年度 

 『まち研』の活動とその成果の発表をとおして、市民への本会活動の存在と意義および市民

との協働に向けた契機として開催されている報告会、2009（平成 21）年度は 2010（平成 22）

年 3 月 7 日（日）に開催された。第 2 回委員会（2009.10.16）および第 3 回委員会（2010.2.19）

の協議を踏まえ、発表形式・発表手順等の確認が行われ、前回同様に会場は那須烏山商工会館

である。 

 近代化遺産の評価と活用について継続して研究を行っている足利工業大学は、前年度の研究

成果の一つ“近代化遺産の教材化”をさらに進めた“学習プログラム”として提案するととも

に、市内の中山間地の活性化方策として現地調査およびワークショップの成果を踏まえた資源

活用プランについて発表が行われた。国際医療福祉大学は、11 月に開催された市の各種イベン

トを利用して実施した“協働に関する市民アンケート”の分析成果について、市職員へのアン

ケート結果も含めて報告が行われた。小山工業高等専門学校は、市民グループ「那須氏研究会」

との共同研究として継続して取り組んでいる市と那須氏との関わり等について、現状報告が行

われた。また、 “夢づくりワークショップ”として実施してきた宇都宮大学（とちぎ大学連携

サテライトオフィス大野邦雄コーディネータ）と市民グループ「那須烏山市女性団体連絡協議

会」は、宇都宮共和大学の大久保忠旦『まち研』委員長も加わり、“ワークショップで描く夢の

あるまちづくり”として本年度の成果について報告が行われた。さらに、烏山和紙の原料であ

る那須楮の栽培等の改良に関する研究を継続している宇都宮共和大学（大久保委員長）の現状

報告も行われた。参加者数は、82 名であった。 

資料 13 に、平成 21 年度の活動成果報告会の案内チラシを示す。また、資料 14 に報告会次第、

資料 15 に報告会の発表風景を示す。 

 

≪資料 13≫ 平成 21 年度報告会の案内チラシ 

≪資料 14≫ 平成 21 年度報告会次第 

≪資料 15≫ 報告会の発表風景 
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≪資料 13≫ 平成 21 年度報告会の案内チラシ 
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≪資料 14≫ 平成 21 年度報告会次第 

 

 

≪資料 15≫ 報告会の発表風景 
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（５）平成 22 年度” 

 2010（平成 22）年度の『まち研』報告会の開催は、第 2 回委員会（2010.10.15）において開

催日および会場が決議され、第 3 回委員会（2011.2.2）において開催内容の確認が行われた。

その結果、成果報告会は、那須烏山商工会館を会場として 2011（平成 23）年 2 月 26 日の土曜

日午後 1 時からの開催、またその内容は、『まち研』を構成する 5 大学等および市民団体の発表

とともに、『まち研』事務局による当該年度の活動概要についても報告されることとなった。 

 報告会では、足利工業大学が“近代化遺産とまちづくり”と題して、近代化遺産の保護と活

用の現状に関する分析、および土木学会が認定している選奨土木遺産について、那須烏山市の

考察を中心に報告された。国際医療福祉大学は、市内の特産を活用した若者をターゲットにし

た新規食品を提案した。小山工業高等専門学校＆那須氏研究会は、市と那須氏に係わる継続研

究の成果について報告が行われた。また、「那須烏山市女性団体連絡協議会」は、空き店舗の利

活用として起ち上げた市民カフェを取り上げ、“コミュニティビジネスとしての市民カフェ”と

題して“夢づくりワークショップ”を開催してきた宇都宮大学（とちぎ大学連携サテライトオ

フィス大野邦雄コーディネータ）、宇都宮共和大学（大久保忠旦『まち研』委員長）との共同に

より報告が行われた。宇都宮共和大学（大久保忠旦『まち研』委員長）は、“手漉き和紙づくり

を幼児・児童の環境教育に活かす”と題して報告が行われた。最後に、今報告会に初めて取り

入れられた『まち研』の年間をとおしての活動記録について、事務局から報告が行われた。報

告会への参加者数は、70 名であった。 

資料 16 に、平成 22 年度の活動成果報告会の案内チラシを示す。また、資料 17 に報告会次第、

資料 18 に報告会の発表風景を示す。 

 

≪資料 16≫ 平成 22 年度報告会の案内チラシ 

≪資料 17≫ 平成 22 年度報告会次第 

≪資料 18≫ 報告会の発表風景 
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≪資料 16≫ 平成 22 年度報告会の案内チラシ 
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≪資料 17≫ 平成 22 年度報告会次第 

 

 

≪資料 18≫ 報告会の発表風景 

 

  
発表の様子                   報告会終了後の記念撮影 
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（６）平成 23 年度 

 2011（平成 23）年度の『まち研』活動は、3 月 11 日に発生した未曽有の東日本大震災とそ

れに伴う東京電力の事故により、年度当初は大幅に縮小した活動にならざるを得ない状況であ

った。『まち研』の恒例事業の一つで春の風物詩として定着した「鯉のぼりまつり」は休止とな

ったが、秋以降の事業については可能な範囲での開催が決議された。秋の恒例事業となった「近

代化遺産全国一斉公開」は開催されることとなり、また、当該年度の活動成果の報告会も、第 2

回委員会（2011.11.25）および第 3 回委員会（2012.2.3）において開催が決議された。 

 2012 年 3 月 3 日、平成 23 年度の『まち研』成果報告会が那須烏山商工会館を会場として開

催された。報告会は、本会を構成する大学等に加え、市内で活動する NPOや市民グループに幅

広く参加を呼び掛けた結果、7 グループの新規参加が得られた。市民や市民グループとの協働に

よるまちづくりを標榜して発足した本会にとって、大きな前進となる報告会となった。また、

発表形態の見直しが行われ、これまでの発表者の登壇による発表形式から、研究概要の紹介（登

壇による発表）とポスターセッション（パネルによる詳細説明）の 2 部構成となった。 

 研究概要の紹介では、大学・市民グループとも各々5 分間の発表が行われた。足利工業大学は、

“歴史的建造物のまちづくりへの活用”と題して、土木学会選奨土木遺産の一つ『東京動力機

械製造㈱地下工場跡（どうくつ酒蔵）』のまちづくりへの活用に際し、その使用にあたって“地

下空間としての安全性”について調査分析した結果が報告された。なお、この第 1 回目の調査

が行われた 4 月 11 日は、 東日本大震災後の最大余震が発生した日であり、地下空間施設内で

の遭遇の驚嘆・脅威・恐怖についても報告が行われた。国際医療福祉大学は『まち研』事務局

との協働により、若者を市内に呼び込むための取り組みについて報告された。ワークショップ

をとおして“地域の夢づくり”に取り組んでいる市女性団体連絡協議会を中心とした市民グル

ープと宇都宮大学（とちぎ大学連携サテライトオフィス大野邦雄コーディネータ）・宇都宮共和

大学（大久保忠旦『まち研』委員長）は、年間活動の成果について、宇都宮共和大学（大久保

忠旦『まち研』委員長）は、手漉き和紙の原料栽培に関する継続研究の成果について報告が行

われた。 

また、今回から新たにスタートした市民グループによる活動紹介が行われた。「栃木県消費者

リーダー連絡協議会那須烏山支部」、「NPO 法人てとてとて」、「ゲンキーズ陸上競技」、「NPO

法人那珂川流域悠遊会」、「NPO 法人野うさぎくらぶ」、「石ケ入りの自然を愛する会」、「いきい

きライフ積翠塾」、「那須氏研究会」による活動紹介が行われた。 

第2部のポスターセッションでは、活動内容およびその成果がまとめられたパネルを用いて、

参加した大学および市民グループによりその詳細が報告された。参加者数は、70 名であった。 

資料 19 に平成 23 年度の活動成果報告会の案内チラシ、資料 20 に報告会次第を示す。また、

資料 21にポスターセッションの配置を記した会場案内図を、資料 22に報告会の発表風景を示す。 

 

≪資料 19≫ 平成 23 年度報告会の案内チラシ 

≪資料 20≫ 平成 23 年度報告会次第 

≪資料 21≫ ポスター配置と会場案内図 

≪資料 22≫ 報告会の発表風景 
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≪資料 19≫ 平成 23 年度報告会の案内チラシ 
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≪資料 20≫ 平成 23 年度報告会次第 

    

≪資料 21≫ ポスター配置と会場案内図 
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≪資料 22≫ 報告会の発表風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究概要紹介の様子 

ポスターセッションの様子 

（NPO 法人てとてとて） 

ポスターセッションの様子 

（国際医療福祉大学） 
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（７）平成 24 年度 

 2012（平成 24）年度の『まち研』活動の報告会は、第 2 回委員会（2012.10.16）ならびに第

3 回委員会（2013.1.22）において協議された。その結果、2013 年 3 月 2 日（土）午後 1 時か

ら那須烏山商工会館を会場として開催されることとなった。前年度の報告会から市民グループ

の発表を組み入れたその形態は継承され、概要紹介とポスターセッションの 2 部構成も引き続

き採用された。 

 第 1 部の各大学・グループによる概要紹介では、足利工業大学は、“那須烏山市の近代化遺産

を活用したまちづくり”と題して、「NPO 法人野うさぎくらぶ」との協働で行われた地元児童

を対象とした学習会＆見学会の紹介とその成果、近代化遺産を保護するための仕組みづくりに

ついて報告が行われた。国際医療福祉大学は、『まち研』事務局との協働により開催した“カラ

コン”の紹介、およびマーケティングを応用したデマンド交通・烏山和紙を題材にしたまちづ

くり活動について報告された。市民ワークショップグループと宇都宮共和大学（大久保『まち

研』委員長）は、市民の憩いの場として定着し軌道に乗った市民カフェについて報告が行われ

た。今回から新たに『まち研』に参画した宇都宮共和大学の内藤英二教授は、ゼミ生の指導の

成果として“バイクツーリング情報を題材にした観光による活性化方策”について報告が行わ

れた。 

また、前年度報告会から取り入れた市民グループの発表として、今年度は「NPO 法人野うさ

ぎくらぶ」が協働の重要性について、「石ケ入りの自然を愛する会」が自然の復元に向けた活動

紹介、「いきいきライフ積翠塾」・「烏山那須氏研究会」が地域振興に向けた提案について各々報

告された。 

第 2 部として、ポスターセッションが行われた。ポスターセッションでは、各大学および市

民グループが活動成果をまとめたパネルを使って、より詳細な報告が行われた。成果報告会の

参加者数は、80 名であった。 

資料 23 に、平成 24 年度の活動成果報告会の案内チラシ、資料 24 に報告会次第を示す。また、

資料 25にポスターセッションの配置を記した会場案内図を、資料 26に報告会の発表風景を示す。 

 

≪資料 23≫ 平成 24 年度報告会の案内チラシ 

≪資料 24≫ 平成 24 年度報告会次第 

≪資料 25≫ ポスター配置と会場案内図 

≪資料 26≫ 報告会の発表風景 
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≪資料 23≫ 平成 24 年度報告会の案内チラシ 
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≪資料 24≫ 平成 24 年度報告会次第 

       

≪資料 25≫ ポスター配置と会場案内図 

                 

 



Ⅲ-1 研究会事業の報告 （3）活動・成果報告会  247 

≪資料 26≫ 報告会の発表風景 

  
ベイシアでのポスター事前掲示                宇都宮共和大学 

 

 

  
        研究概要紹介の様子             市民カフェによるコーヒーサービス 

 

 

  
     ポスターセッションの様子               報告会終了後の記念撮影 
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（８）平成 25 年度 

  2013（平成 25）年度の『まち研』活動の報告会は、第 2 回委員会（2013.9.5）ならびに第

3 回委員会（2013.12.25）において協議された。その結果、2014 年 3 月 1 日（土）午後 1 時か

ら那須烏山商工会館を会場として開催されることとなった。一昨年度から始めた市民グループ

の参加と発表、および概要紹介とポスターセッションの2部構成による発表形態も踏襲された。 

 報告会は、午後 0 時 30 分に受付を開始し、午後 1 時から開会式、その後 1 部の概要紹介とし

て各大学・グループ各 10 分の発表が行われた。 

 足利工業大学は、『まち研』発足以来取り組んでいる近代化遺産の活用に関する研究として、

市の近代化遺産を代表する“境橋”と“東京動力機械製造㈱地下工場跡（どうくつ酒蔵）”を取

り上げ、その活用に向けた活動とその成果について報告が行われた。“境橋”はその設計者であ

る成瀬勝武の業績を掘下げその情報を活用した遺産啓発について、また、“東京動力機械製造㈱

地下工場跡”は具体的な公開企画案が提示された。国際医療福祉大学は、市で活動している「NPO

法人野うさぎくらぶ」の協力によって実施された市内児童を対象とした“心のバリアフリー教

育プログラム”について報告が行われた。この取り組みは、7 月 9 日に行われたプログラムの

開発打合せに始まり、8 月～11 月にかけて取り組みが行われた成果として報告されたものであ

る。宇都宮共和大学は、宇都宮シティキャンパスの建物を利用した大型路上広告の実験効果に

ついての報告と、また、市民ワークショップグループとともに取り組んだ市内循環バスと JR 烏

山線へのラッピング計画の提案について報告が行われた。白鷗大学は、“地域活性化とネットワ

ーク”と題した研究概要が紹介された。今回から『まち研』に参画した栃木県立烏山高等学校

は、“烏山高校生が考えるまちづくり”と題して、地域特産の資源等を活用した地域活性化に向

けた報告が行われた。より身近な資源を題材にした地元高校生ならではの溌剌とした発表に、

訪れた多くの市民から惜しみない拍手が送られた。また、市民グループでは、「NPO 法人野う

さぎくらぶ」が“地域のつながり”、「ゲンキーズ陸上競技」は陸上競技に係わる活動報告、「NPO

法人那珂川悠遊会」は那珂川を利用して取り組んでいる川下りについての報告、「歌えバンバン」

は“市民に広げよう～歌の輪、まずは、おばちゃま達から♪”と題してその取り組みについて

報告が行われた。 

 研究紹介が終了後、2 部として、各々のテーマをまとめたパネルにより、ポスターセッション

が行われた。「市民カフェのグループ」と「街に賑わいを興す会」はポスターセッションで発表

＆参加があった。報告会への参加者は、90 名であった。 

資料 27 に、平成 25 年度の活動成果報告会の案内チラシの表面、資料 28 に発表テーマをまと

めた同チラシ裏面、資料 29 に報告会次第（表面）と当日の発表テーマ（裏面）を示す。また、

資料 30 にポスターセッションの配置を記した会場案内図を、さらに、資料 31 に報告会の発表風

景を示す。 

 

≪資料 27≫ 平成 25 年度報告会の案内チラシ（表面） 

≪資料 28≫ 平成 25 年度報告会の案内チラシ（裏面） 

≪資料 29≫ 報告会次第の表＆裏面 

≪資料 30≫ ポスター配置と会場案内図 

≪資料 31≫ 報告会の発表風景 
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≪資料 27≫ 平成 25 年度報告会の案内チラシ（表面） 
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≪資料 28≫ 平成 25 年度報告会の案内チラシ（裏面） 
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≪資料 29≫ 報告会次第の表＆裏面 
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≪資料 30≫ ポスター配置と会場案内図 

 

 

 

≪資料 31≫ 報告会の発表風景 

 

  
     研究概要紹介の様子（足利工業大学）           ラッピングバスの展示 
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研究概要紹介の様子                研究概要紹介の様子 

（烏山高校）                （NPO 法人那珂川流域悠遊会） 

 

  
ポスターセッションの様子              ポスターセッションの様子 

     （街に賑わいを興す会）                （ゲンキーズ陸上競技） 

 

  
      ポスターセッションの様子             報告会終了後の記念撮影 

        （歌えバンバン） 
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（４）そのほかの取り組み 

 

福島 二朗・事務局 

 

１．フォト・コンテストの開催 

 

 本会が発足した 2006 年度の活動の一つとして、会を構成する足利工業大学福島研究室から事

務局に、フォト・コンテスト開催について相談があった。相談の主旨は、市内外に向けた『まち

研』の発足とその存在の周知を一義的な目的とした早い時期における取り組みの必要性を唱えた

ものであり、加えて、イベント性を有した取り組みを開催する中で、市の魅力の表出を念頭にお

いた催しを提案したものである。 

 フォト・コンテストの具体的な目的は、事務局に提出された企画書やフォト・コンテストの開

催要項などに記載されており、整理すると概ね以下のとおりである。 

①当該地域に居住する市民が、何を地域の魅力として捉えているかの把握 

②当該地域以外の方々にとって、“からすやま”の魅力をどのように捉えているかの把握 

さらに、福島研究室が 7月～9月にかけて実施した市の中山間地・国見地区の調査を踏まえ、 

③国見地区が有する、その自然が織りなす景観の美しさの発信と来訪機会の創出 

である。 

 このような狙いを具体化するため数次にわたる検討会を踏まえ、2006 年 10 月 15 日に『残し

たい風景～からすやまフォト・コンテスト』が開催されることとなった。主催者は、『那須烏山市

まちづくり研究会』・『那須烏山市』および『烏山商工会』、後援団体として『JA那須南農業協同

組合』に加わってもらうこととなった。また、初めての開催であり、且つ作品の募集期間も短い

ことから、10月 15日は出品者、市民をはじめとする内外からの参加者および主催者による“フ

ォト・コンテストを媒体とした交流・交歓会”に主眼をおき、国見地区の長峰ビジターセンター

を会場に、豊かな自然景観が息づく里山環境を堪能してもらうこととした。会場では、全応募作

品の展示とレセプションとして交流イベントを開催するとともに、郷愁を誘う“棚田のはさがけ”

や“オープン間近のみかん園”の鑑賞、地元市民の手作り「すいとん」のおもてなし等が行われ

た。また、入賞者・入賞作品は、10月 30日に市役所烏山庁舎第 1会議室で開催された審査会を

経て公表され、表彰式は 11月 24日の『まち研』活動報告会の中で行われた。賞品・入賞作品・

受賞者等は以下のとおりである。 

  ■委員長賞（1点）、賞金 5万円、『涼を求めて』長谷川静江氏（那須烏山市） 

 ■市長賞（1点）、賞金 3万円、『祭列』田中睦子氏（宇都宮市） 

  ■商工会長賞（1点）、賞金 3万円、『初夏の花立峠』大野和三氏（那須烏山市） 

  ■JA組合長賞（1点）、こしひかり 1年分、『冬の那珂川』栗田昊志氏（那須烏山市） 

  ■佳作（5点）、商品券 3千円、『祭を裏側から見ると』舟木肇氏（宇都宮市） 

                『ヒガン花と棚田』柚木光明氏（市貝町） 

                『霧の里』原沢和幸氏（那須烏山市） 

                『涼を求めて』佐海忠夫氏（真岡市） 

                『宮原の境橋』山本文怡氏（那須烏山市） 
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  ■応募作品：93点 

 資料 1に、開催要項を示す。また、資料 2に入賞作品を示す。 

 

≪資料 1≫ 『第 1回 残したい風景～からすやまフォト・コンテスト』開催要項 

≪資料 2≫ 第 1回入賞作品 

 

≪資料 1≫『第 1回 残したい風景～からすやまフォト・コンテスト』開催要項 

  

 

≪資料 2≫第 1回入賞作品 

委員長賞『涼を求めて』               市長賞『祭列』                                                       
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      JA 組合長賞『冬の那珂川』 

商工会長賞『初夏の花立峠』          

 
                        佳作『ヒガン花と棚田』 

 

 

 

 

 

佳作『霧の里』 

 

 

 

 

 

佳作『宮原の境橋』 

 

佳作『祭を裏側から見ると』 

佳作『涼を求めて』 
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第 1回フォト・コンテストの反響の大きさ、地域の魅力の掘り起こし等、発足して間もない『ま

ち研』活動にとって大きな成果が得られたことを踏まえ、第 2 回フォト・コンテストが翌 2007

年度に開催されることになった。第 2 回は、募集期間を大幅に延長し、〆切を 2008 年 2 月 10

日に設定した。県外からの応募も含め前回を大幅に上回る 136 点の応募が寄せられ、2 月 22 日

に市役所烏山庁舎第 2会議室を会場に審査会が開催された。なお、今回は応募件数が大幅に増え

たことを踏まえ、佳作を 3点増やし 8点とした。入賞作品等は以下のとおりである。 

■委員長賞（1点）、賞金 5万円、『真剣に手すき和紙をつくる子供たち』 

富永明氏（宇都宮市） 

 ■市長賞（1点）、賞金 3万円、『棚田に遊ぶ』大坪満氏（千葉県柏市） 

  ■商工会長賞（1点）、賞金 3万円、『山あげ祭り』江川多嘉氏（宇都宮市） 

  ■JA組合長賞（1点）、こしひかり 1年分、『晩秋の境橋』荻原隆二氏（高根沢町） 

  ■佳作（8点）、商品券 3千円、『棚田の秋景』渡辺実（小山市） 

                『空からの展望』山村正史氏（市貝町） 

                『滝から見上げた烏山線』山中富夫氏（宇都宮市） 

                『メルヘンワールド』大野和三（那須烏山市） 

                『彩の烏山大橋』津吹信一氏（鹿沼市） 

                『梅花咲く頃』柚木光明氏（市貝町） 

                『老舗散策』佐川栄治氏（那須塩原市） 

                『雪の中の境橋』小松原千穂氏（那須烏山市） 

  ■応募作品：136点 

 資料 3に第 2回開催要項を、また、資料 4に入賞作品を示す。 

 

≪資料 3≫『第 2回 残したい風景～からすやまフォト・コンテスト』開催要項 

≪資料 4≫第 2回入賞作品 
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≪資料 3≫『第 2回 残したい風景～からすやまフォト・コンテスト』開催要項 

 

 

≪資料 4≫第 2回入賞作品 

市長賞『棚田に遊ぶ』 

 

 

委員長賞『真剣に手すき和紙をつくる子供たち』 
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     商工会長賞『山あげ祭り』 

佳作『棚田の秋景』               佳作『空からの展望』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佳作『滝から見上げた烏山線』 

 

 

 

 

 

佳作『彩の烏山大橋』 

 

JA 組合長賞『晩秋の境橋』 

佳作『メルヘンワールド』 



Ⅲ-1 研究会事業の報告 （4）そのほかの取り組み  261 

佳作『梅花咲く頃』 

 
佳作『雪の中の境橋』 

 

 また、翌 2008 年度の『まち研』事業として、第 3 回フォト・コンテストが引き続き開催され

た。応募〆切は 2009年 2月 10日で前回と同様の日程で行われたが、応募件数は 43点と大きく

減少した。間髪をおかない開催と他市との競合等がその要因と思われる。3回開催されたフォト・

コンテストに寄せられた作品は 272点であり、この件数はそのまま“からすやまの魅力”である。

フォト・コンテストの開催は狙い以上の収穫と成果が得られたことを踏まえ、委員会では今回を

持って本事業をひとまず終了することを決めた。 

 なお、フォト・コンテストの入賞作品は那須烏山市に帰属し、その後、市が刉行するパンフレ

ット等に使用された。 

最後の開催となった第 3回フォト・コンテストの入賞作品等は以下のとおりである。 

■委員長賞（1点）、賞金 5万円、『棚田の風』清水やす子氏（さくら市） 

 ■市長賞（1点）、賞金 3万円、『荒川紀行』長谷川秀臣氏（那須烏山市） 

  ■商工会長賞（1点）、賞金 3万円、『冬の朝陽』野川健一氏（宇都宮市） 

  ■JA組合長賞（1点）、こしひかり 1年分、『朝もやの棚田』千葉一儀氏（那珂川町） 

  ■佳作（5点）、商品券 3千円、『秋の大銀杏』櫻岡進（大田原市） 

                『秋の遠足』矢野健一郎氏（日光市） 

                『雪残るイルミネーション』野川広子氏（宇都宮市） 

                『躍動する少女たち』舟木肇氏（宇都宮市） 

                『郷土の明かり』岡典子氏（那珂川町） 

  ■応募作品：43点 

佳作『老舗散策』 
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 資料 5に、第 3回開催要項を示す。また、資料 6に入賞作品を示す。 

 

≪資料 5≫ 『第 3回 残したい風景～からすやまフォト・コンテスト』開催要項 

≪資料 6≫ 第 3回入賞作品 

 

 

 

 

≪資料 5≫ 『第 3回 残したい風景～からすやまフォト・コンテスト』開催要項 
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≪資料 6≫ 第 3回入賞作品 

市長賞『荒川紀行』 

商工会長賞『冬の朝陽』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JA 組合長賞『朝もやの棚田』 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長賞『棚田の風』 

佳作『秋の大銀杏』 

佳作『秋の遠足』 
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佳作『雪残るイルミネーション』 

佳作『郷土の明かり』 

佳作『躍動する少女たち』 

 

 

 

２．山あげ祭への参加と支援、国見の棚田周辺景観づくり、カラコン企画、など 

 

 国の重要無形民俗文化財で、ユネスコの無形文化遺産への登録が進められている『山あげ祭』

は、450 年余の歴史を有する市民の誇りの伝統行事である。しかしながら、長引く地域産業の停

滞・弱体化や少子高齢化・若者の流出など地方都市が抱える課題に直面する中で、これまでの開

催手法の仕組みの見直しをはじめその維持に向けた取り組みが行われている。 

 『まち研』の大野邦雄コンソーシアムとちぎ大学連携サテライトオフィスコーディネータ・宇

都宮大学客員教授は、『山あげ祭』に栃木県内大学等に留学している女子学生の参加を企画した。

海外からわが国、そして栃木県で学び生活する女子留学生に、日本の伝統文化を肌で感じてもら

うことをとおして、海外に向けた『山あげ祭』の発信効果を狙いとした取り組みである。この取

り組みは本会が主催者となり、市の後援と元田町自治会の協力により、2006年 7月 22日に開催

された。当日は、日本和装宇都宮学院の協力を得て、参加した女子学生に浴衣の着付けが行われ、

大久保忠旦本会委員長および本取り組みに協賛して頂いた鈴木邦雄市国際交流協会長とともに、

セレモニーおよび山車を曳くなど一連の企画が実施された。本取り組みには、宇都宮大学・宇都

宮共和大学・作新学院大学・白鷗大学・セントメリー日本語学校・国際情報ビジネス専門学校の

6大学等 29名が参加した。資料 7に、参加の様子を伝える写真を示す。 
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≪資料 7≫ 女子留学生の『山あげ祭』への参加 

 

 また、足利工業大学福島研究室は、祭の運営スタッフとして当該年度当番町の泉町若衆団の支

援を行った。『まち研』発足を間近に控えた 2006年 6月下旪から視察調査として市に入っていた

福島研究室の卒業研究生 7人は、市商工観光課の依頼に応じて『山あげ祭』に支援参加すること

になった。地域経済の縮小・若年労働者層の流出に伴う地域文化の継承問題といった現今の地方

都市の大きな課題を目の当たりにしながら、7月 22日の笠揃から 25日の還御までの 4日間、運

営の補助を務めた。資料 8に、学生たちが祭に参加している様子を示す。 

≪資料 8≫ 『山あげ祭』に支援参加した足利工業大学福島研究室の学生たち 

  

 

 市の中山間地に位置する小木須国見地区は、急峻な傾斜地を切り拓いて形成された“棚田”が

広がりを見せる。2006 年 6 月にこの地の視察調査を行った足利工業大学福島研究室は、その郷

愁を誘う風景地にさらに付加価値を加えることを本会事務局に相談し、地元自治会および市農政

課との協働により“花の植栽による景観づくり”を企画した。テーマは、“いつ訪れても花が迎え

てくれる景観づくり” で、“5 月の紫陽花”“晩夏のコスモス”“錦秋の稲穂を彩る曼珠沙華”の

3種による景観づくりである。そのため、棚田を望む一区画の草刈りを行いコスモス（7月 15日）・

紫陽花（8月 29日）を植栽するとともに、棚田の畔周辺に曼珠沙華（10月 2日）が植栽された。

これらの取り組みは、前節で述べたフォト・コンテストの被写体に利用されるなど市の景観形成

とその美化に寄与するとともに、現在も本会の一事業として地元自治会が中心になりコスモス畑

の維持管理等が行われている。資料 9に、地元自治会・福島研究室・市商工観光課・市農政課に

よる植栽作業の様子を示す。 
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≪資料 9≫ 国見地区の景観づくりへの取り組み 

  

  

 

 地元商店街の活性化と若者の出会いを創出すること等を主たる目的とした所謂“街コン”が各

地で開催されている。国際医療福祉大学中田ゼミと本会事務局は、本市の交流人口の拡大と地域

振興を狙いとして、2012（平成 24）年度『まち研』事業“カラコン”が企画・開催された。6月

初旪から 8 月下旪にかけて打合せが行われ、9 月 8 日に市を代表する近代化遺産『東京動力機械

製造㈱地下工場跡』（どうくつ酒蔵）を会場として開催された。参加者は約 100 名を数えるとと

もに、市内の賑わいづくりに貢献する取り組みとなった。資料 10 に、カラコンの開催の様子を

示す。 

≪資料 10≫ カラコンを開催した国際医療福祉大学の学生たち 

 


